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研究要旨 

【背景】肝がん罹患のリスクを取り除くために必要な肝炎ウィルス検査・治療に関するコミ

ュニケーションのあり方について、行動科学（行動経済学）のアプローチの観点から、肝炎

医療コーディネーターが身につけるべき資質・能力を整理し、研修プログラムを開発する必

要がある。昨年度開発したプログラムをもとに、求められる資質を整理した上でプロトタイ

プの改修を行う必要がある。 

【結果】コーディネーターに求められる能力・資質を４つ「知識」「コミュニケーション能

力」「情報収集能力」「多文化への理解」として整理した。さらに社会の変容に合わせた新た

なプログラム案を提言した。求められる能力を高め、また自己・他者からも評価が可能とな

るよう、さらに整理することを今後の課題とする。 

 

Ａ．研究目的 

  最終的に肝がん罹患のリスクを取り除く

ために必要な肝炎ウィルス検査・治療に関

するコミュニケーションのあり方について、

行動科学（行動経済学）のアプローチの観点

から、これまでの普及啓発の取組の再検討

を行右必要がある。前年度は、肝炎医療コー

ディネーターのコーディネーションにおい

て必要なコミュニケーションスキルなどに

関する養成プログラム開発のため、肝炎コ

ーディネーターの患者を「ナッジ」するため

のコミュニケーションスキルを身につける

ための研修プログラム開発に関する具体的

な提案を行った。さらに医療コーディネー

ターに求められるスキルを整理し、ここ数

年の社会変容に応じたプログラムの改修を

行う必要がある。そして、研修評価に必要と

なる目指すべき「コーディネーターの資質」

を整理し、その評価軸設定を行うことを、本

年度の研究目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

研修を行い、評価するべき資質・能力を検討

するために現在の医療現場ならびに両立支

援で活躍している各種コーディネーターに

関する文献を収集し、その職務や求められ

る能力や役割期待について整理と分析を行

った。また、感染症対策や働き方の変化な

ど、近年の社会生活の変容に応じた研修の

あり方を検証するため、オンライン研修ま

たはハイブリッド型研修に応じたプログラ

ム検証を行い、プロトタイプ開発を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

１）コーディネーターに求められるスキル 

 医療現場、両立支援に関する現場でのコ

ーディネーターに求められるスキル・能力

は 4つに分けられる。 

第一に知識である。医療に関する基礎的

な知識はもちろん、医療事務に関すること



や法律・制度についての知識、遺伝子や難病

治療・治験など医療周辺領域に関する専門

的知識など幅広いものが求められる。肝炎

コーディネーターにおいては従来の専門知

識だけでなく、地域特性や医療従事者・患者

の集団特性や個人特性についての知識を有

していることも求められる。 

第二に、コミュニケーション能力である。

コーディネートのために必要となる基礎能

力であり、発展的に伸長が求められる。行動

科学から考えられるテクニックを応用する

こともここに類する。また、社会変容に伴う

コミュニケーションの在り方への対応も必

須である。 

第三に、情報収集能力があげられる。新た

な知見だけでなく、相対した個人特有の個

性や社会環境に関する情報を積極的に収集

し、整理する能力が必要である。 

第四に、多文化への理解である。国内外の

情報を収集することはもちろん、法律や福

祉などの異なる分野との協働が不可欠であ

る職務には柔軟な理解力が求められる。 

２）養成プログラムの開発 

昨年度に開発した以下の 1〜３の内容に加

え、開催形式の変容並びに１）での調査結果

を加味し、４・５のコンテンツを加えたプロ

グラムを開発した。 

① 治療時に生じうる日常生活や業務上の

不適応の特徴とそのメカニズム 

② ストレスマネジメントの考え方や具体

的方法の理解 

③ 個別事例のアセスメントや具体的な支

援策および配慮を検討するアセスメン

トシートの活用およびグループワーク 

④ 協働する他者の専門性理解ならびに自

己評価 

⑤ オンラインシステムを用いた他者協働

コミュニケーションの留意点（バイア

ス、情報の偏りなど） 

 

Ｄ．考察 

コーディネーターに必要な能力は広く多

様であるが、4つの資質・能力を養い、状況

や個人に適応して活動することが求められ

る。また、このような資質・能力をバランス

よく兼ね備えるためには、コーディネータ

ー自身がその能力を認識し、適切に自分の

得意不得意に応じたスキル向上を行うこと、

さらに第三者が客観的な評価を行い、コー

ディネーターとの協働のなかで、その適性

を活かしていくことが必要である。社会の

変容や技術革新に合わせて業務が変容して

いくことも踏まえ、定期的な養成プログラ

ムの受講、改修が望ましい。 

さらに、コーディネーターに求められる

資質能力を整理したことにより、客観的・主

観的な評価を行うことができる可能性が示

された。本研究で整理した項目をさらに細

分化し、肝炎医療コーディネーターの評価

ならびに養成に反映することを今後の課題

とする。 

 

Ｅ．結論  

非ウイルス性肝疾患のトータルケアを目指

すために、行動科学に基づく養成プログラ

ム開発が必要である。また、プログラム全体

として養成すべきコーディネーターの資

質・能力を整理し、目標を明確化するととも

に、評価検討を実施していく必要がある。 
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